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ている。Hx/B には、残留熱除去機器冷却系（RHRC）272ポンプ、RHRS273ポ

ンプ、非常用補機冷却系（EECW）274ポンプ等の非常用海水ポンプやこれらの

ポンプに電源を供給するためのP/C が設置されている。 

福島第一原発においては、崩壊熱の除去や機器の冷却に当たり、海側に設置

した海水ポンプにより海水をくみ上げ、配管を通じてその海水を直接R/B 内の

熱交換器等に循環させている。一方、福島第二原発においては、くみ上げた海

水を直接R/B 内の熱交換器等に循環させるのではなく、R/B との間に淡水が循

環する中間ループを設けた上で、それと海水を循環させるループとの間で熱交

換を行うことにより冷却している。この方法による場合、熱交換器を Hx/B に

設置することから、海水がR/B 内に直接流入することはない（図Ⅱ-5-1 参照）。 

 

                                                                                                                                        

272 RHRC とは、RHR の熱交換器、RHR ポンプと低圧炉心スプレイ系ポンプの冷却器等に冷却水を

供給する系統をいう。 

273 RHRS とは、RHR の冷却水を冷却するための海水を供給する系統をいう。 

274 EECW とは、各種非常用機器が原子炉冷却材喪失事故等において要求される機能を維持できるよ

うに、非常用DG、非常用空調機器等に淡水冷却水を供給する系統であり、RHR ポンプのモーターに

も冷却水を供給する。 

図Ⅱ-5-1 冷却水循環系の概要図 

東京電力「福島原子力事故調査報告書（中間報告書）」（平成 23 年 12 月）等を基に作成
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2 号機のRHRC ポンプ（2A、2B、2C 及び 2D）並びにEECW ポンプ（2B）、

4 号機の EECW ポンプ（4B）は、2 階に設置280され、その他の非常用海水ポ

ンプは全て 1 階に設置されている。 

福島第二原発に到達した津波は海側エリア全域に浸水し、各号機の Hx/B も

浸水した。各号機の Hx/B は地下 1 階が水没し、1 階については、浸水の痕跡

から 3 号機南側エリアを除き、床面から 2m 以上浸水したと認められる。 

津波により、1 号機についてはRHRC ポンプ（1A、1B、1C 及び 1D）並び

にEECW ポンプ（1A 及び 1B）が、2 号機についてはRHRS ポンプ（2A、2C

及び 2D）並びにEECW ポンプ（2A）が、3 号機についてはRHRC ポンプ（3A

及び 3C）並びにEECW ポンプ（3A）が、4 号機についてはRHRC ポンプ（4A、

4B、4C 及び 4D）、RHRS ポンプ（4A、4B 及び 4C）並びにEECW ポンプ（4A）

が、それぞれモーターの被水のため機能を喪失した（表Ⅱ-5-1 及び資料Ⅱ-5-8

参照）。 

 

 

（ｂ）Hx/B に設置された非常用P/C の状況 

前記（２）ｂ（ｃ）のとおり、RHRC ポンプ、RHRS ポンプ及びEECW ポ

                                            
280 Hx/B1階に設置スペースがなかったことから 2階に設置したものであり、津波対策の観点からこ

の配置とされたわけではない。 

表Ⅱ-5-1 Hx/B における非常用海水ポンプ及び非常用 P/C の津波到達後の被害状況 

東京電力「福島原子力事故調査報告書（中間報告書）」（平成 23 年 12 月）を基に作成 
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（図Ⅱ-5-3 参照）。 

3 月 11 日 14 時 48 分

頃、当直は、1 号機及び

2 号機共に全制御棒が挿

入され、原子炉が自動ス

クラムしたことを中央

制御室内の制御盤の表

示により確認し、当直長

が運転管理部長に PHS

でこれを報告した。 

その後、当直は、当直

長の指示を受け、原子炉

の高温かつ高圧の蒸気

を主蒸気配管からター

ビンバイパス弁を介し

て主復水器に送り、ここで凝縮させた水を給復水系で原子炉に戻すという方法

により、原子炉圧力の制御を開始した285。 

地震の揺れが収まった後、当直長は、作業のため R/B、T/B 等の現場に出て

いた当直に PHS で連絡を取り、人員の確認をして中央制御室に戻るように指

示した。 

また、同日 14 時 48 分頃、新福島変電所の断路器の損傷により、富岡線 2 号

線からの受電が停止となったが、富岡線 1 号線及び岩井戸線 2 号線の 2 回線か

らの受電が継続していた。 

 

（ｃ）3/4 号中央制御室の動向 

地震発生直後、3/4 号中央制御室において、当直は、身体の安全を確保する

とともに、原子炉の自動スクラムに備えて制御盤上方の警報窓を注視していた

                                            
285 福島第二原発 1号機から4号機では、全ての外部電源が失われた福島第一原発 1 号機から 3号機と

異なり、地震が発生した際に主蒸気隔離弁が閉とならなかったことから、原子炉圧力制御のため、主

復水器を用いることが可能であった。 

図Ⅱ-5-3 1/2 号中央制御室のレイアウト 

東京電力作成資料を基に作成 
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（図Ⅱ-5-4 参照）。 

3 月 11 日 14 時 48

分頃、当直は、3 号機

及び4号機共に全制御

棒が挿入され、原子炉

が自動スクラムしたこ

とを制御盤の表示によ

り確認し、当直長が運

転管理部長に PHS で

これを報告した。 

その後、当直は、当

直長の指示を受け、原

子炉の高温かつ高圧の

蒸気を主蒸気配管から

タービンバイパス弁を

介して主復水器に送り、ここで凝縮させた水を給復水系で原子炉に戻すという

方法により、原子炉圧力の制御を開始した286。 

地震の揺れが収まった後、当直長は、ページング等を用いて、建屋内でパト

ロール等を行っていた当直に対して、人員の確認をして中央制御室に戻るよう

に指示した。 

同日 14 時 48 分頃、3 号機及び 4 号機についても、1 号機及び 2 号機と同様

に、新福島変電所の断路器の損傷により富岡線 2 号線からの受電が停止となっ

たが、富岡線 1 号線及び岩井戸線 2 号線の 2 回線からの受電が継続していた。 

 

（５）津波到達以降の 3 月 11 日の状況及びこれに対する対処（3 月 11 日 15 時 22 分頃

以降） 

ａ 第二発電所対策本部の動向 

（ａ）緊急時対策室の停電及び復旧状況 

                                            
286 前記脚注 285参照。 

図Ⅱ-5-4 3/4 号中央制御室のレイアウト 

東京電力作成資料を基に作成 
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同日 9 時 43 分頃、1 号機及び 2 号機の当直長は、運転管理部長の指示を受け、

1/2 号中央制御室において、1 号機の S/C ベントラインを構成する作業を開始し

た。その後、同日 10 時 21 分頃、1 号機について、格納容器 SGTS 側ベント弁の

駆動源である空気を送るための電磁弁が、電源喪失により開操作できない状況で

あることが判明した。そこで、当直長は、同日 10 時 32 分頃、S/C ベントライン

の構成作業を中断し、第二発電所対策本部復旧班に対し、この電磁弁の電源復旧

を依頼した。 

第二発電所対策本部発電班は、1 号機について復旧作業を行う間、2 号機から 4

号機までの格納容器ベントラインの構成準備に順次取り掛かることとした。 

これを受け、各当直長は、2 号機については同日 10 時 33 分頃から同日 10 時

58分頃までに、3号機については同日12時8分頃から同日12時13分頃までに、

4 号機については同日 11 時 44 分頃から同日 11 時 52 分頃までに、それぞれサプ

レッションチェンバ N₂ベント弁の開操作を残した状態で S/C ベントラインの構

成準備を完了させた（図Ⅱ-5-5 参照）。 

図Ⅱ-5-5 格納容器ベントラインの概要 

東京電力作成資料を基に作成 
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